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製品安全データシート

製造者情報 会社名 サンケイ化学株式会社
住所 東京都台東区東上野 6-2-1
担当部門 開発部
電話番号 (03)3845-7951 ＦＡＸ番号 (03)3845-7950
緊急連絡先 同 上
改訂年月日 2004年2月4日

整理番号 Ｂ－２４

製品名（化学名、商品名等） ｻﾝｹｲ ベフラン液剤２５

物質の特定 単一製品・混合製品の区別：混合製品
化学名及び含有量
有効成分 ：1,1'-ｲﾐﾆｵｼﾞ(ｵｸﾀﾒﾁﾚﾝ)ｼﾞｸﾞｱﾆｼﾞﾆｳﾑ=

ﾄﾘｱｾﾀｰﾄ(iminoctadine) ‥‥‥25.0%
その他成分：界面活性剤、水 等 ‥‥‥75.0%

２４ ５６ ７ ６化学式又は構造式：ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝ酢酸塩：C H N O
官報公示整理番号
化審法 ：2-1781（ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝ酢酸塩）
安衛法 ：整理番号なし
ＣＡＳ Ｎｏ． ：57520-17-9
国連分類 ：危険物に該当せず
国連番号 ：なし

危険有害性の 分類の名称：急性毒性物質
分類 危 険 性：別項目参照

有 害 性：別項目参照
環 境 影 響：別項目参照

応急措置 眼に入った場合 ：直ちに多量の清浄水で１５分以上洗眼した後、眼科医の手当を
受けること。

皮膚に付着した場合：直ちに石けんで良く洗い落とすこと。
作業後は衣服等を交換し、着用していた衣服は他の物と分けて
洗濯すること。

吸入した場合 ：直ちに空気の新鮮な場所に移動し、身体を毛布等で覆い保温し
安静に努め、異常が続く場合は速やかに医師の手当を受けるこ
と。

飲み込んだ場合 ：水でよく口の中を洗浄する。無理に吐き出させないで、直ちに
医師の手当を受けさせること。

火災時の措置 消火方法：速やかに火元への燃焼源を断ち、消火剤を用いて消火する。
容器及び周辺に散水して冷却する。消火作業は風上から行う。

消 火 剤：泡、粉末、二酸化炭素

漏出時の措置 漏出液はオガクズ、土砂等の吸湿剤で直ちに吸着させ掃き集めて、密封できる空容器
に回収する。回収時には保護具を着用する。
回収した物は下記の「保管上の注意」及び「廃棄上の注意」に従って処理する。また
漏出液が河川、養殖池等に流れ込まないように注意すること。

取扱い及び 取扱い：ラベルをよく読む。記載以外に使用しない。小児の手の届く所へ置かない。
保管上の注意 吸い込んだり目や皮膚に触れないよう、保護マスク、保護手袋、長袖・長ズ

ボンの作業着を着用して取り扱うこと。作業後はただちに手足、顔などを石
けんでよく洗い、洗眼、うがい等をするとともに衣服を交換すること。かぶ
れやすい体質の人は取り扱いに十分注意すること。高温、火気の近くで取り
扱ってはならない。

保 管：食物、飲料等と区別し、火気、直射日光を避け、鍵のかかるなるべく低温で
乾燥した場所に密栓して保管すること。

暴露防止措置 管理濃度：
許容濃度 日本産業衛生学会（ 年度版）：

ＡＣＧＩＨ（ 年度版）：
設備対策：
保護具 呼吸用保護具：防護マスク着用

保護眼鏡 ：着用
保護手袋 ：不浸透性手袋着用
保護衣 ：不浸透性防除衣、ゴム長靴着用
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物理／化学的 外観等 ：淡黄色澄明水溶性液体 臭 気 ：弱い酢酸臭性質
性質 沸 点 ：該当せず（ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝ酢酸塩） 揮発性 ：なし

蒸気圧 ：3.98×10 Pa以下（23℃）＝2.99×10 mmHg以下（23℃）1) －４ －６

融 点 ：143～144 ℃（ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝ酢酸塩） 比 重 ：1.03～1.05（20℃）2) 3)

溶解度 ：25℃における溶媒１ に対するイミノクタジン酢酸塩の溶解量(g)4) ç
ç ç水 764 g/ n-ｵｸﾀﾉｰﾙ 0.49 g/

ﾒﾀﾉｰﾙ 777 ｸﾛﾛﾎﾙﾑ 0.32
ｴﾀﾉｰﾙ 117 酢酸ｴﾁﾙ 0.02
ｲｿﾌﾟﾛﾊﾟﾉｰﾙ 13.3 ｱｾﾄﾝ 0.01
n-ﾍｷｻﾝ、ﾍﾞﾝｾﾞﾝ、THF及びDMFに不溶。

粘 度 ：12.0mPa･s(25℃）5)

危険性情報 引火点 ：データなし
（安定性・反応性）

有害性情報（人についての症例、疫学的情報を含む）
皮膚腐食性：
急性毒性 ：経口ラットLD ♂ 980mg/kg､ ♀ 1050mg/kg6)

50

マウスLD ♂ 1310mg/kg､ ♀ 950mg/kg50

経皮ラットLD ♂♀＞2000mg/kg50

刺激性 ：眼…強い刺激性あり7)

ウサギの眼に角膜の汚濁、虹彩の充血、結膜の発赤等の刺激性を
示した。その後は回復傾向が見られた。適用後に洗浄した場合は、
刺激性は軽度であった。
また、100倍～300倍希釈液では適用10日目までに軽度の充血や分
泌物が見られる程度であり、1000倍希釈液では刺激性は見られな
かった。

皮膚…刺激性あり
ウサギの皮膚に対して軽度の刺激性が見られ、経時的に強まる
傾向にあるが、徐々に回復の傾向が見られた。

感作性 ：（含有率40% の水溶液を使用）8)

モルモットを用いた試験で陰性であった。
変異原性 ：（純度98.6% <復帰変異原性試験>、99.7% <DNA 修復試験>､ 97.9%<染色体

9)

異常試験> 及び98.6% <小核試験> の標準試料を使用）
サルモネラ菌を用いた復帰変異原性試験及び枯草菌を用いたDNA修復
試験は陰性であった。染色体異常試験（CHL細胞）では薬物代謝酵素
系（S9-mix）非存在下では陰性であった。薬物代謝酵素系の存在下
では弱い陽性であったため、マウスにおける小核試験を実施した結
果、陰性であった。総合的に変異原性は陰性と判断される。

環境影響情報 魚毒性：分類 Ａ類相当（原体）
水生生物毒性 ：コ イ 48時間TLm 値 28ppm10)

ミジンコ 3時間TLm 値 100ppm以上

廃棄上の注意 使用残りの農薬を不注意に廃棄したり、不要になった農薬を放置したりすると思わぬ
事故を引き起こすことがあるので、その処理に当たっては関係法令を遵守して適正な
処理を行うこと。
また、空容器、空袋等の処理は、関係法令を遵守し、廃棄物処理業者に処理を委託す
る等により適切に行うこと。

輸送上の注意 荷役作業は丁寧に行い、転倒、転落、引きずり等による衝撃をさけ、破損させない。
法（消防法、危険則等）の運搬基準（容器、積載方法、運搬方法）に従う。
車両、船舶にはゴム手袋、保護メガネ、保護マスク等の保護具を備え、異常時の処置
に必要な消火器、工具等も備えておく。

適用法令 農薬取締法 毒物及び劇物取締法（医薬用外劇物）

その他 ※1)～10) は大日本インキ化学工業株式会社の試験デ－タによる。

この製品安全デ－タシ－トは現時点で入手可能な資料等をもとに作成しておりますが、
物理化学的性質、危険有害性等に関しては、いかなる保証も成すものではありません。
また注意事項は、通常の取り扱いを対象としたものであって、特殊な取扱いを行なう
場合には自らの責任において用途に適した処置を講ずることが必要であることを理解
した上で活用して下さい。

農薬登録番号：１５６５０号


